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山水が 一時に 注ぎ こんで きて、 全面的に 河と なる。 山 

裾から 山裾への 谷間 II 狭い 平地 —— を 全面的に 蔽ぃ 

つくす 河流と なる。 そして また 暫くして、 元の 河床に 

復帰す る。 台湾の 多くの 河 は、 何々 河と 称せず、 何々 

溪と 称する が、 言葉の 起源 は 別と して、 この 溪 という 

語感 は 東部の 河に ぴたりと あてはまる。 大きな 河と し 

て は 殆んど 唯一 の 呼称た る 淡水 河が、 河の 語感に よく 

妥当す るのと 同様で ある。 

東部の それらの 山と 溪 とに、 私 は 台湾の 熱情 を 見る。 

地上の 自然界の 熱情で ある。 これに 比 ぶれば、 天然 樟 

樹の森 も、 椰子の 林 も、 蘇鉄ば かりの 山 も、 見渡す 限 



思われる。 —— だが、 本島人の 上流 階級 は なかなか こ 

んな 場所に 立 寄らない。 内地人 も 全体 的に そうで ある。 

普通の 日本酒よりも 美味な 台湾 老紅 酒の 味 を 知らな い 

という 内地人 新聞記者 を、 而も 十 年 も 台湾に いる 記者 

を、 私 は 知っている。 

本島 中の 各 家庭に は、 神体 を 祭る 白木の 厨子が 安置 

して ある。 各地に は、 純粋な 様式の 神社が 建てられて 

いる。 だが、 それら は 余りに 簡素で 高潔で ある。 —— - 

一 方、 天 后宮 や 城 隍廟の 狭い 境域に は、 卑俗な 偶像が 

立 並び、 物売り 店が あり、 本島人の 貧しい 人々 が 群れ 

ている。 



ある。 その 出る 船と 入る 船と どちらが 多い かと、 私 は 

突堤の 上で 自分に 尋ねて みた。 理論的には 同数 だが、 

然し、 感情 は 出る 船の 上に 運ばれる。 この 港 は 今や、 

広く 大東 亜海の 四方へ 開いて る ものと なって いる。 こ 

の 実感から 高 雄 港の 熱情が 湧いて くる。 

かかる 高 雄 港 を 手と して 持つ 台湾に、 大きな 熱情の 

湧かない il はない。 大きな 熱情が 湧けば、 文化 台湾の 

性格 もやが て 創り 出さる るだろう。 所謂 台湾 ボケな ど 

も 克服され るだろう。 私 は そのこと を、 台湾に 在る 内 

地 人 や 本島人 や 高 砂 族の 優秀な 人々 に 期待したい。 ま 

たこの ことの 助長 こそ、 台湾 皇民 奉公 会の 主 目標の 一 
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